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緒 言

BCG接 種局所の反応 は接種後 に 発現 す る ヅベル グ

リンァ レルギー とと もに,生 体が ワクチ ン接種 に対 して

示す主要 な反応 とみなされてい る。他 の予防接種,た と

えば種痘 な どでは,接 種局所 の反応 は免疫獲得 の主要 な

表現 とみなされ,一 定度以上 の局所反応 を示せ ば種痘 は

〃善感 〃であ り目的を達 した もの とみ られてい る。BC

G接 種の場合 で も,実 際.上接種局所 の反応 はある程度 同

じよ うな意 味を もつ もの として取扱 われてい るが,こ れ

には後述 のよ うに,な お問題 とすべ きものが ある。

署者 らは前報 に引続 き,接 種BCGワ クチ ン中の生

菌単位数 と接種局所 の反応 との関係,お よび接種局所 の

反応 と接腫後 のツベル クリン反応 との関係 を調べ たので

その成績 を報告す る。

実 験 方 法

この解析 を行 な うに用いた 材料 は 前報告1)に おけ る

実験2の 集団 の成績で ある。接種4ヵ 月後 に局所 にみ ら

れ る瘢痕 の径 を計 測して これを局所反応 の強 さの指標 と

し,こ の数値 と接種 ワクチ ン中の生菌 単位 数 との相 関お

よび ツベル ク リン反応 の大 きさとの相 関を求 めた。なお

局所反応 は全集 団について2人 の検査者が計測 した。

成 績

図1は 前報 告におけ ると 同様に,45の 集 団に 接 種 さ

れ たワ クチ ンの生菌単位数 とこれ らの集団の接種局所の

瘢痕 の大 きさの平均値 との相関 を示 した もので ある。相

関係数r=0.572で,両 者の間 には 明 らか な 正の相関

が認 め られた。

表1,2に はこれ ら45種 類 の ワクチ ンを接種 された

各集団 ご とに局所反応 とツベル ク リン反応 との相関を示

した。 ツベル クリン反応の指標 としては旧 ツベル ク リン

による発赤径 のみを用い,PPDに よるものは 省 略し

図1BCGワ クチ ン中の生菌単位数 と接種局

所 の瘢痕 の大 きさとの相 関

た。表 にみ られ るよ うに相関係数は0.432(4ヵ 月後 の

反応)お よび0.385(12ヵ 月後 の 反応)で,ワ クチ ン

別 にみた局所反応 とツベルク リ)/反応 との間には有意 の

相 関が認 め られ た。

次 に これ らの集団 を構成す る個 々の学童 につい て接種

局所反応 と接種後 の ツベル ク リン反応 との 相関 を 求 め

た。その成績 は表3,4の とお りで,4ヵ 月後の ツベル

ク リン反応 との相 関はr=0.316,12ヵ 月後 の 反応 と

の相 関はr=0.289で,い ずれ も有意 で はあるが,相

関度 はか な り低い 。
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表1ワ クチ ン別被接種集 団の局所の瘢 痕の大

きさと接種4ヵ 月後 の ツベル ク リン反応

との相 関

表2ワ クチ ン別被接種集団 の局所 の瘢痕 の大

きさと接種12ヵ 月後 の ツベル ク リン反応

との相 関

表3局 所 の瘢痕 の大 きさと接種4ヵ 月後の ツベル ク リン反応 との相 関

考 察

この よ うな観察 を行 な うにあたって第1に 問題 となる

のは,BCG接 種局所反応の 強 さをどの よ うに 数値 と

して表現す るか とい う点で ある。局所反応の経過につい

て はUstvedt2)やHolm3)の 報告,ま たBCG接 種

によるKochの 現象の経過に ついては 大八木4),田 部

5),朽 木6)の 報告が ある。 これ らの報 告では大体硬結,

膿疱,潰 瘍,痂 皮,瘢痕等 の発生率や その大 きさを もって

局所反応の強 さを表わ してい る。朽 木の成績 に もみ られ

るよ うに,こ れ らの変化 は それぞれあ る一定のずれを も

って推移す るのであ るか ら,集 団等 におけ る断面 調査 の

場合は その調査時期 に よ り,主 として どのよ うな変化 を

計測の対象 とす るかを決 定せねばな らぬ。また初接種 と

再 接種 では反応 の経過 が異な るか ら,計 測 の対象 とな る

変化 と計 測時期 との関係 も異な るのは当然 である。 この

意 味で,初 接種後3～4週 では硬結 の大 きさを採 り,そ

れ 以後 な らば さらに膿疱,潰 瘍,痂 皮等 の大 きさを もあ

わせ て採 り,3～4ヵ 月以後 な らば瘢痕 の大 きさを採 る

のが適 当であろ う。WHOの 集団的BCG接 種 にっ

い てのEdwardsら の報告7)で も,局 所反応 として 早

い時期 には硬結 を,遅 い時期 には瘢痕 を計測 してい る。

今 回の接種後第1同 の調査時期は4ヵ 月後であつたの

で,瘢 痕 の大 きさを計測 したが,こ の よ うに して表現 さ

れ た局所反応の強 さと接種 ワクチ ンの生菌単位数 との間

には明 らか な相関が認 め られ た。 この ことは従来常識 的

に も考 え られ てい たところで あるが,ワ クチ ンの含有生

菌量が多 く力 価の高い ワ クチ ンで あれば,接 種 局所の反
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表4局 所 の瘢痕 の大 きさと接種12ヵ 月後の ツベル ク リン反応 との相関

応 もそれに応 じてあ る程度強化 され るのはやむをえぬ こ

とを示 してい る。 これについては かって,張8)も 含有

生菌 量の異な る数種の ワクチ ンを用 いて生菌量 の多い ほ

ど局所反応 も強い ことを認 めてい る。

第2に 局所反応 と接種後の ツベル ク リンァ レル ギーと

の関係 については,接 種 ワクチ ン別の各集 団の局所反応

平均 値 とツベル ク リン反応平均 値 との間には有意の相関

が見出だ されたが,そ の値はがい して生菌単 位数 とツベ

ルク リン反応 または 局所反応 との 相関度 よ りも低 かっ

た。 ワクチ ンの力価が高 けれ ば被接種集 団の局所反応 も

ツベル ク リン反応 も強い とい う事実か らすれば,こ の よ

うに集 団別に観察 した場合,局 所反応 とツベル ク リン反

応 とが相関す ることは むしろ当然であ ろ う。 したがって

この問題 はさ らに個 々の児童 について,局 所反応 とツベ

ルクリン反応が相関す るか ど うか とい う面 か ら検討 され

ね ばな らぬ。 その結果は既述の よ うに,両 者の間に有意

の相関 はみ られ るが,そ の相関度は比較的低い もので あ

つた。 この問題 に ついてはEdwardsら の 調査 で も,

r=0.2と 有意 ではあって も低い価 を示 してい る。

著 者 らの実験 の成績 を総合すれ ば,ワ クチ ンの力価が

高ければ接種局所 の反応 も接種後 の ツベル ク リン反応 も

強 くな るとい う一般 的な結論が得 られ た一方,個 々の人

体 については,接 種局所 の反応 と接種後の ツベル ク リン

ァ レルギーの強 さとの因果 関係 はそれ ほど密接 な もので

はない,と い うことになる。後者 については個体間で潜

在 性のア レルギーや ア レルギー発現能力が相違す ること

も問題 とな るし,ま た接種 の技術 ことに接種の深 さが必

ず し も均 一でない こともその理 由とな りうるで あろ う。

接種 の深 さについてはEdwardsら は,ッ ベ7レク リンァ

レルギーの賦与 には あま り影響がないが,局 所反応 の強

弱は接種の深 さに よって左右 され る ことが多い と述べ て

い る。

元来BCG接 種 に対す る生体の反応 中,わ れ われが

もつ と も知 りたい ことは接種 によ りどの程度 の免疫が得

られたか とい う点で ある。これ は もとよ り本研究の範 囲

外であ り,こ れについては動物実験の成績 によ らね ばな

らぬが,従 来の この方面の研 究,こ とにWHOで 行 な

つた,生 菌含有量の異 なるBCGの い ろい ろな量 を接

種 した モル モ ット群についての 成績9)で,獲 得免疫 性

と併行す る ものはBCG接 種後の ツベル ク リン反応の

大 きさであって,局 所反応 の大 きさではない とい う事 実

は注視 すべ きであ る。また同 じ一連 の 実験中 で10),個

々の動物については,接 種 後の ツベル ク リン反応 の大 き

さと獲 得免疫 の強 さとの間の相関は きわめて低 い ことを

述 べ,し たがつてBCG接 種後 の免疫獲得 を論 ず る場

合,個 々の生体 が獲得 した ツベル ク リンア レルギーの強

さよ りは,集 団が接種後 に獲 得す るア レルギーの水準 を

問題 とし,そ のア レルギ ーの程度が接種 された ワクチ ン

の免疫力 を示す ことを重視 すべ きだ と述べ ている点 も注

目に価 す る。今 回の著 者 らの研究 において も,ワ クチ ン

の生菌単位 数 ともつ ともよ く相 関す るものは接種後 の ツ

ベル ク リン反応 の大 きさであ り,次 に接種局所反応 の大

きさであつた。また各集団 間の局所反応 とヅベル ク リン

反応 の大 きさの相関度は これよ りも低 く,さ らに各個人

におけ る局所反応 とツベル ク リン反応 の大 きさの相 関度

は もつ とも低か つた。

以上のよ うな成績 に 基づ けば,BCGを 接種 され た

集 団の ツベル ク リン反応 の平均値が高 い ことは接種 され

た ワクチ ンの力価(免 疫力)も 高い ことを示 し,し たが

ってその集 団の免疫獲得 の程度 も高 いとい う意味に理解
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すべ きもの と思 われ る。接種 局所の反応 について も,こ

の ような意 味で,あ る程度集 団の免疫獲得 の程度 を示 す

とい うことは考 え られ るが,そ の信頼度 は ツベル ク リン

反応 よ りは低 い とみてよいであ ろう。

結 論

BCGワ クチ ン中の生菌単位 数 と接種 局所反応 の 大

きさとの間には明 らかな正 の相関が認 め られ る。

接種 フクチ ン別にみた集 団の局所反応 平均値 とツベル

ク リン反応平均値 との間に も正 の相関が認 め られ るが,

その相関度は生菌単位 数 との相関 よ りも低かつた。

個々の人体についての接種 局所反応 の大 きさとツベル

ク リン反応の大 きさの間の相関 も有意 ではあ るが,そ の

相関度は以上の うち もつ と も低かった。
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